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〈巻頭言〉
阪田蓉子先生退職記念特集と2008年度の歩み
齋　藤　泰則
阪田蓉子教授のご退職記念特集
　司書・司書教諭課程の2000年の開設時から、
主任教授として教育研究にご尽力いただいた阪
田蓉子先生が2009年3月末日をもって定年退
職されます。本号では、阪田先生のご退職を記
念して特集記事を掲載いたしました。
　阪田先生には、司書・司書教諭課程の開設か
ら今日に至る10年あまりの歩みを回顧録の形
式でご執筆いただきました。続いて先生の研究
業績リストとともに、明治大学における教育・
研究成果を紹介させていただきました。特に日
本図書館文化史研究会における代表としての先
生のご研究、ご活動については、小黒浩司先生
（作新学院大学）に詳しくご説明いただきました。
　司書・司書教諭課程は2009年度に10周年を
迎えますが、当課程において司書または司書教
諭の資格を取得し、図書館や学校の現場で活躍
されている方々も年々増えつつあります。そこ
で、2008年10月には、明治大学の卒業生で司
書または司書教諭の職にある方々にお集まりい
ただき、「司書・司書教諭の集い」を開催いた
しました。集いでは、青柳英治先生より、図書
館員の養成に関する現状と今後と題して、省令
科目の分析を中心にご講演をいただきました。
講演内容については、青柳先生におまとめいた
だいた記事をご覧ください。
　次いで司書あるいは司書教諭として図書館や
学校の現場でご活躍されている5名の卒業生の
方々に、阪田先生の授業の思い出等についてご
執筆いただきました。先生の厳しくも人間味あ
ふれる実践的な授業に感銘を受け、司書あるい
は司書教諭を目指された方々の思い出が綴られ
ています。
　以上、ご多忙のなか玉稿を賜りました方々に
深く感謝申し上げます。
　以下、2008年度の当課程の歩みと本号掲載記
事について簡単にご紹介します。
兼任講師の交代など
　「資料組織演習」をご担当いただいていた渡部
満彦先生と高橋美子先生が2007年度末でご退
任になり、新たに小黒浩司先生をお迎えしまし
た。また、2008年度をもって「情報検索演習」
をご担当いただいていた辻慶太先生がご退任に
なります。
　なお、課程室の嘱託職員として、5年間にわ
たり運営に携わっていただいた佐藤繭子さんが
2008年3月末でご退任され、代わって2009年
度から福永路子さんがご就任されました。
メディア授業の展開
　2007年度後期から開始したメディア授業（e－
1eaming）は、未着手であった科目のコンテンツ
作成を終え、2008年度から本格的な実施の段階
に入りました。今後の課題も明らかになりまし
たので、次年度に向けて改善を図り、より一層
充実したメディア授業の展開に努めてまいりた
いと考えております。
司書講習
　2005年度から開始した司書講習ですが、今年
度は、障害をお持ちの方が受講されました。明
治大学大学院生と当課程のティーチング・アシ
スタント（TA）に、ボランティアとして当受
講生の学習支援にあたっていただきました。ボ
ランティアの一人である野澤敦史君が、今回の
活動内容を振り返りながら、障害者への学習支
援について考察し、研究ノートとしてまとめて
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います。なお、障害者の学習にあたっては、対
面授業では学習が困難な部分を補うためにメ
ディア授業を一部導入しました。障害をもつ受
講生の学習支援体制を制度的に確立していくこ
とが今後の課題といえます。
特別講義
　本年度は、坂田仰先生（日本女子大学）にご依
頼し、「教育基本法改正と学校図書館一学校図書
館はどこへ向かうのか？一」と題してご講義い
ただきました。学生にとっては学校図書館を法
的側面から考える良い機会となりました。講義
内容の詳細は本誌に掲載させていただきました。
図書館実習
　2008年度は、3名の学生が図書館実習に臨み
ました。図書館実習を通して学んだこと、経験
したことについて、各学生の問題意識に基づい
て報告されています。今後、当課程では、図書
館の現場に臨み、利用者に直に接しながらサー
ビスの方法や理論を探究する臨床図書館学とで
もいうべき分野の確立を目指していきたいと考
えています。その意味で、図書館実習を、明治
大学における図書館学教育、図書館員養成にお
ける重要な科目の一つとして位置づけたいと考
えています。
　図書館実習を受け入れていただいた横浜市港
北図書館、君津市立中央図書館、千葉市立中央
図書館の関係者の方々に深く感謝申し上げます。
また、横浜市港北図書館と君津市立中央図書館
の実習担当者からは、ご多忙のなか実習生をご
指導いただいた感想等をご執筆いただきました。
お礼申し上げます。
図書館PR
　阪田先生が担当された「図書館サービス論」
では、受講生に図書館の広報戦略を考えさせる
課題が出題され、受講生からは発想豊かなPR
が提案されました。図書館は地域住民にその存
在、機能、役割について十分に認知されている
とはいえない状況にあります。それゆえ、これ
からの図書館にはより一層の広報戦略と情報発
信力が強く求められます。その意味でも図書館
のPRを考える授業は今後とも継続したいと考
えています。
課題レポート
　当年報では、学生の学習成果を発表する機会
を提供しています。今年度は、3点とも、司書教
諭科目を受講した学生のレポートを掲載するこ
とになりました。司書教諭課程の受講生は近年
減少傾向にありますが、教職を目指すものにとっ
て学校図書館の理解は不可欠といえます。学校
図書館への関心を喚起し、受講生の学習意欲を
刺激するために、引き続きこうした学習成果を
発表する場を設けていきたいと考えています。
体験記
　司書・司書教諭課程室では、司書課程または司
書教諭課程を受講した大学院生をTAとして採
用し、授業補助、学習指導支援等の活動に従事し
てもらっています。2008年度は4名の大学院生
がTAとして活動してくれました。2008年度が
修士論文の作成・提出年度にあたる大学院生もい
ましたが、TAの業務をしっかりと遂行し、司書・
司書教諭課程の教育活動に貢献してくれました。
　また、司書・司書教諭課程受講生による神田
一橋中学校図書館のボランティア活動も、今年
度で3年目を迎えました。学校図書館の利用環
境の改善に努めた学生の活動内容が報告されて
います。
次年度に向けて
　阪田蓉子先生が2009年3月末日をもって退
職され、2009年度からは後任の先生をお迎えし、
新たな体制で司書・司書教諭課程の教育・研究
活動に臨みます。次年度は、図書館法の改正に
ともなう図書館員養成のためのカリキュラムの
改訂に着手することになります。今後とも、学
内外の先生からのご支援とご協力を得て、明治
大学の教育・研究と社会貢献に微力ながら努め
てまいりたいと存じます。
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